2022年度（令和4年度）第3回　福山・笠岡地域公共交通活性化協議会　会議録（要旨）
1　日　時
令和5年2月17日（金）14：00～15：40
2　場　所
学びの館ローズコム4階小会議室4
3　出席者
（1）委員（19名）
　　渡邊一成委員，和田秀俊委員，岡本敬司委員（代理　内藤幹人），
河野孝文委員，藤井剛委員，下野間豊委員（代理 山形信介），宇田雅英委員，
神原昌弘委員，吉本伸久委員，山口晃弘委員，槙尾俊之委員，村上亨委員，
山田康文委員（代理　岩谷和彦），梅林幾彦委員（代理 岡本慎二），古川信博委員，
新田真也委員，橋本誠司委員（代理 野波史郎），市川清登委員，
大須賀寿樹委員（代理 山田真二）
（2）事務局（9名）
福山市　桒原課長，河村次長，住吉主事，曽根主事 

笠岡市　坂本係長，関藤主事
復建調査設計　金沢，山下，野田
（3）傍聴者（0名）
（4）随行者（0名）
4　会議の成立
委員25名中，代理出席を含め19名出席で，委員の過半数が出席しているため，
福山・笠岡地域公共交通活性化協議会規約第7条第2項の規定により会議が成立
5　議事
　　（1）報告事項 

協議会及び地域部会での公共交通計画作成に向けた協議経過について 

(2)協議事項 

福山・笠岡地域公共交通計画の方向性について
（参考）データ分析等を踏まえた公共交通ネットワークの配置の検討について

(3)中国運輸局からの情報提供
(4)今後のスケジュールについて

6　資料
　　　・次第
・出席者名簿
・会議資料
・別冊１　データ分析等を踏まえた公共交通ネットワークの配置の方向性について
7　協議内容
（1）開会
（2）報告事項 
議事（1）協議会及び地域部会における公共交通計画作成に向けた協議経過について
事務局：会議資料（1～6頁）について説明を行った。
会　長：この件について，質問や意見等はないか。
一　同：（意見なし）
会　長：修正事項については，本日の資料に反映されているところも多いので，次の議事を進めさせていただきたいと思う。
（3）協議事項 
議事（2）福山・笠岡地域公共交通計画の方向性について
事務局：会議資料（7～13頁）について説明を行った。
会　長：内容について，意見・質問等はないか。
委　員：計画の取組には“無料デーの促進”等を入れてほしい。昨年無料デーを行った岡山市では，その結果が市ホームページに掲載されているが，“無料デーでなければ自家用車で移動していた”方が１５～２０％存在していた等の結果が出ている。こうした無料デーは，環境保全の観点からも取り入れた方が良いと思う。また，小学生や中学生がバスを利用せずに大人になることも近年は見受けられる為，バスを利用するきっかけづくりとして，“無料デー”があると良いと思う。また，岡山市の結果を見ると，３～４千万円の経済効果もあったと聞いている。街としても効果のある取組と思う為，備後圏域でも取り組んでいきたい。
事務局：その取組については，基本方針１の取組として取り入れていきたいと考えている。
会　長：ただ交通のためだけでなく，例えばバラ祭りの時や福山駅前の実証実験のタイミング等，合わせ技でやるのが良いと思う。前向きに検討して欲しい。
委　員：無料デーで成果が上がっているとのことであるが，交通事業者だけでなく商業施設や公共も巻き込んでやるべきと思う。街の活性化にもつながると思う。実証実験はやりたいと考えており，単にバス事業者だけでなく，観光・インバウンドなどいろいろな組み合わせでやりたいと思っている。少子高齢化，介護など，いろいろな視点を盛り込んでチャレンジしていきたいと思う。
事務局：実証実験等での関係者の連携は基本方針３や４の取組と関連してくる為，今後具体的な内容を詰めていきたい。
会　長：今の神原委員の意見に賛同する。街の賑わいを創るということ，また，乗っていない人に乗ってもらうことが重要と思っている。実証実験の中で取り組んでいくとよいと思う。
委　員：事務局へのお願いだが，２頁での部会指摘の対応について，指摘に対してどう対応しているのか，もう少しわかりやすく説明して欲しい。
　事務局：（資料2-4頁について再度説明を行った。）
会　長：ネットワークの設定イメージについては，機能・役割を設定する重要な部分だと思うが，計画の方向性として整理されないのか。
　事務局：重要な考えと思っており，計画の方向性の一つとして整理する。
会　長：資料8頁目次案のどこの項目に該当するのか。
　事務局：第７章の基本的な方針のなかでの整理を考えている。基本方針を４つ設定しているが，このうちの基本方針３の「まちづくりと一体となった持続可能なネットワークの構築」へ反映していくつもりである。
会　長：承知した。
委　員：資料 10，11 頁について，どこが課題でどこが方向性なのか整理して欲しい。同頁に記載の“利用者への対応”という表現が分かりにくい為，見直した方が良い。12頁の求められる役割⑤について，“充実を図る”という表現も見直しした方が良い。また，“上位計画によるまちづくりの方向性”について，上位計画と関連計画の分類を分かりやすくし，関連法令の内容についても記載した方が良い。
先ほどの，神原委員からの意見などの具体的取組については，今後の協議会で議論していく内容と思うが，骨子案として次回協議会で議論するのかどうか。
事務局：年度末にかけて骨子案を作成する予定であるが，具体の取組内容については，交通事業者との話は進めており，来年度の協議会で示して議論していきたいと考えている。
会　長：8～13頁の公共交通の方向性について，今後の微修正はあるとして，この方向で進めて良いか承認をお願いしたい。承認される委員は挙手をお願いしたい。
一　同：（多数が挙手）
会　長：挙手多数につき，計画の方向性については承認ということとする。
（4）今後のスケジュールについて
事務局：資料について説明を行った。 
　　　　会　長：全体を通じて意見等ないか。 
一　同：（意見なし）
以上をもちまして，2022度（令和4年度）第3回福山・笠岡地域公共交通活性化協議会を閉会いたします。ありがとうございました。
以上

